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る。本論は大きく第 1 部と第 2 部に分けられる。すなわち第 1 部は「「巫女」および「巫
術者」存立の歴史的考察」として、古代より近代までの「巫女」の存立について、通史的
な考察を試みている。第二部は「具体的事例の研究」として、古代・中世・近世・明治と
いうそれぞれの時代に即した具体事例を取り上げて考察を試みている。第 1 部・第 2 部合
わせて約 170000 字、400 字換算で 420 枚を超す力作である。  
本論文の目次構成は以下の通りである。  
 
序 章 本論の目的と今日的意義  
1、巫女研究における問題の所在と課題  
2、本論の目的と構成  
第 1 部 「巫女」および「巫術者」存立の歴史的考察  
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第 1 章 古代律令社会における「巫術者」たち  
   1、神社「巫女」の存在形態  
   2、民間の「巫術者」たち  
   3、「巫覡」についての考察  
   4、宮中御巫について  
   小 括 














第 4 章 明治維新「神子禁止令」の思想背景と社会的意味  
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第 2 部 具体的事例の研究  













第 6 章 近世摂津国住吉社巫女の職掌と特性  
















第 7 章 都市に生きる近世天王寺梓神子 































































































の 3 点においてであると考えられる。  







ともいえる。本論文の独創性は、この 1 点に尽きるといっても過言ではないだろう。  
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関連させて、今後は十分に検討されるべき課題であるといえるだろう。  
 第 5 に、本論文では神社巫女に関して明治維新で記述が終わっており、そこで消えてし
まったかの印象を受ける。いわゆる国家神道が形成されてゆく明治 30 年代までの間に政府
が執ったさまざまな宗教政策は、近世において存在した種々の宗教者に大きな影響を及ぼ
したことは想像に難くない。特に近世末まで存在した「ミコ」と称せられた女性宗教者た
ちが、明治政府の政策でいかなる影響を受け、それに対してどのような対処をしてきたの
かを考察する意義は極めて大きいのではないかと思われる。さらに本論には「民俗学と歴
史学からの考察」という副題が付けられている点を踏まえると、明治以降、現代にいたる
までの巫女に関する考察が求められるだろう。たとえば、南山城地域ではソノイチ、奈良
盆地ではソネッタン、大阪府内でも巫女が神社で湯立神楽を奉納する活動をしている例は
少なからず存在する。そのような現代のミコに関する言及と考察も必要だったのではない
かと思われる。  
以上のように、本論文には問題点も少なからず存在する。しかし、総じて斬新な問題意
識に基づき、数少ない史料の丁寧な考察と分析、および仮説ではあるが、大胆な持論の展
開に至るまで、豊かな知見に裏づけされた論考であることは間違いないと思われる。よっ
て、本論文が博士（文学）の学位を授与するにふさわしい内容であると判断する。  
